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( 科目コード：8903320115CC)

【改訂】第 1 版（2011-03-29）
【科目】卒業研究
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・6 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・5 年次
【担当教員】

青井 透
阿部 博
脇田 英治
田中 英紀
森田 哲夫
野村 和広
木村 清和
谷村 嘉恵
三上 卓
宮里 直樹

【授業目標・教育方針】
５年間の一貫教育の総仕上げとして、主に環境都市工学科教員のもとで１年間の専門的研究を行う。それぞれの研究
成果については、研究報告書のまとめ方や書き方、プレゼンテーションを修得し中間ならびに本発表の形で公表する。
また、個人的な力量を養うとともに共同研究者との実験・解析・討議を通して協調性ある研究者・実務者を育成する
ことも目標の１つである。この科目から、学生には研究・開発に関する基本的能力が備わる。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 112.5 時間である。
教員の専門研究分野が多岐にわたるため、研究内容は教員によって変わる。例えば、基礎的研究であれば教科書、講
義ノートを活用することになる。一方、先端的な研究であれば、基礎知識はもちろんのこと最新の理論までをも知識
として要求される。原則１年間研究テーマは変更できないため、４年次の「ゼミナール」を参考にして自分が研究し
たい分野を明確にしたうえで担当教員を決める必要がある。不安が残る場合は担任と相談することが望ましい。なお、
各研究室での物理的制約（設備等）から、研究室配属に関して最終的に担任指導が行われることもあるが、原則、学
生間での円滑な調整が行われることを期待している。

【教科書・教材・参考書 等】
各教員の判断による。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］通年で評価する。
［後期］中間と本発表予稿集、卒研報告書の到達度（レベルあるいは完成度）、１年間の研究態度が 70%、およびプレ
ゼンテーション能力、質疑応答での態度等を全教官で確認（プレ評価）して 30%％で評価を行う。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：卒業研究）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 2010 年度のテーマ一覧
第 1 回 （青井）

・無害な無機凝集剤を利用した西湖底泥の生態系保
全・資源循環型浚渫技術の実用化検討
・トキ誘致を前提とした川場村河川の水質環境調査
・新開発無機凝集剤の各種排水処理汚泥への適用可能
性

第 1 回 （阿部）
・バチルス菌と触媒を併用した脱臭方法の検討
・超小型液状化模型実験へのフォトセンサーと気圧式
水圧計の適用
・遠心載荷装置を利用した鉛直斜面安定問題の検討

第 1 回 （脇田）
・治水・利水・経済の観点に基づくダムの効果の評価
法
・地震時における構造物の減衰特性と減衰成分比率
・リモートセンシングによる湖沼および河川の水質分
布の解析
・ＧＩＳおよび主成分分析による危険度の評価

第 1 回 （野村）
・公共交通を中心としたまちのイメージづくり
・単線における DMV 閉塞方式の提案と挙動システム
の開発
・地方中小都市のバス輸送の現状と課題

第 1 回 （田中）
・コンクリートに関する研究

第 1 回 （谷村）
・通電による水中有機物の低減に関する研究
・通電によるアクアリウムにおける水質制御に関する
研究
・通電による殺菌に対する水中の塩素イオンの影響に
関する研究
・通電による水中金属イオンへの影響に関する研究

第 1 回 （森田）
・LRT 導入による地域活性化の効果に関する研究
・アクセシビリティに着目した交通環境負荷の小さい
都市構造に関する研究
・大型小売店の立地特性に関する研究

第 1 回 （木村）
・ケナフ繊維を用いたアスファルト舗装の環境負荷な
らびに機能性の評価
・ケナフ繊維を用いたアスファルト舗装の環境負荷な
らびに機能性の評価
・ケナフ混合アスファルト舗装におけるわだち掘れ抑
制効果の検討
・結晶構造からみた異方性弾性体の弾性係数の決定法
の開発
・ケナフ混合アスファルト舗装におけるわだち掘れ抑
制効果の検討

第 1 回 （三上）
・連続した地震動が入力した際のＲＣ橋脚の動的挙動
への影響
・木製橋梁建設による環境負荷に関する研究
・ＢＣＰの考え方に基づいた教育機関の防災計画
・土木構造物のユニバーサルデザイン
・ＸＭＬを用いたデータベースの作成

第 1 回 （青井・宮里）
・ディスポーザを導入した家庭排水の調査と下水処理
場への影響の検討
・群馬県内利根川と支流河川の栄養塩濃度の推移およ
び流出源の検討

第 1 回
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